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第4章 プロジェクトの評価 

4-1 事業実施のための前提条件 

本事業実施の前提条件としては、以下の項目が挙げられる。 

① 沈砂・沈殿池、浄水場用地を NWSC が民間所有者から取得する。 

② ポカラ市が所有している市内 3 カ所の配水池用地を NWSC 用地に移管する。 

③ EIA レポートを作成し、MoPE に提出・承認を得る。 

4-2 プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項 

本事業実施において、ネパール国側が主体的に取組むべき事項として、以下の項目が挙げられる。 

① 水道施設の運転維持管理にかかる O&M 要員の編成・増強を行う（本活動はプロジェクト実

施中・実施後に亘り行う必要がある）。 

② 水道施設の運転維持管理に必要な予算を確保する。 

③ 実施設計の段階から O&M 要員を組織して、内容の理解、技術の習得に努める。 

④ ソフトコンポーネントに積極的に参加し、習得した技術を事業の適切な運営・維持管理のた

めに十分に活用する。 

⑤ ネパール側負担事業（沈砂・沈殿池および浄水場周辺の外柵・進入道路整備工事、電力引込

み工事、一部配水管敷設、給水メータおよび給水管接続工事等）についての予算を確保し、

実施工程に合わせ適宜支出する。 

⑥ 調達される機材・製品および役務に係る関税、内国税、消費税や法人税およびその他課徴金

等が免除される。 

なお、本事業実施後に、さらにポカラの水道サービスを改善するためには、報告書中に記載した

様々な対応が必要と考えられる。それらを巻末の別添資料 6-10 に参考としてまとめる。 

 

4-3 外部条件 

本事業実施の効果を発現・持続させるための外部条件として、以下の項目が挙げられる。 

① 対象サイトの治安状況が本事業の実施に影響しない。 

② 本事業で研修を受けた NWSC の職員が業務を続ける。 

③ 水道施設の運転維持管理のために必要となる電力費・燃料費等が想定される物価上昇率を超

えて上昇しないこと。 

 

4-4 プロジェクトの評価 

以下に示すとおり、本案件の妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断される。 

4-4-1 妥当性 

本事業はネパール政府が掲げる重要課題（2017 年を目標としたすべての人々への信頼できる給水

および衛生サービスの提供）の解決に資するものであり、加えて我が国の国別援助方針における支援

方針（持続可能で均衡のとれた経済成長のための社会基盤・制度整備としての社会・経済インフラの

整備支援）とも一致している。 

さらに、社会条件調査やステークホルダー会議によると、ポカラ市住民の本事業に対する期待は大
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きい。また、水道サービスの向上は、ポカラ市における主要産業である観光業に対しても裨益するこ

とが想定される。以上より、本事業の実施を支援する妥当性は高い。 

 

4-4-2 有効性 

本事業の実施により期待されるアウトプットに関しては、以下の定量的効果および定性的効果が

見込まれる。 

(1) 定量的効果 

本事業を実施することにより、以下の定量的効果が見込まれる。 

表 4-4-1 定量的効果指標 

指標名 
基準値 

（2015年実績値） 
目標値（2023年）*1) 
【事業完成 3年後】 

1.水質 
（濁度、残留塩素） 

濁度： 4～419 NTU *2)

残留塩素： 0.0 mg/L *2) 
濁度： 5 NTU以下 *4) 
残留塩素： 0.5 mg/L以上 *4)

2. 給水頻度 7日/週： 21% *3) 
3-4日/週： 56% *3) 
1日/週： 23% *3) 

 
7日/週： 100% *5) 

 

*1)：目標値の対象年は、2020 年の事業完成から 3 年後の事後評価が行われる 2023 年と設定した。 
*2)：Bindhabasini 配水池での 2015 年雨季の測定値（別添資料 6-6 参照）。 
*3)：社会調査および NWSC の窓口における顧客へのヒアリング調査の結果を踏まえて設定し

た。（別添資料 6-13 参照） 
*4)：いずれも浄水場出口（浄水池）で測定。 
*5)：2023 年時点での NWSC の給水エリアが対象。 

 

1) 浄水の水質 

本事業で建設される浄水場による水質改善の効果を測る。 

ポカラ市においては現在のところ、浄水処理せずに給水しているために、水道水に濁りが見られ、

塩素も適切に注入されていない状況である。本事業において給水水質を改善するため、新たに浄水場

が建設され、主要施設に塩素処理施設が設置される。 

これらの施策の効果を定量的に計測するため、新設浄水場の出口（浄水池）において浄水をサンプ

リングし、水質を測定する。測定項目は、ネパールで毎日測定を義務付けている項目であり、かつ本

事業の実施により改善が見込まれる項目として濁度および残留塩素とする。水質の基準値（表 4-4-1

における 2015 年の実績値）は、調査団が実施した Bindhabasini 配水池での雨季の測定値とする。 

水質の目標値は、ネパールの水質基準を参考に、濁度 5 NTU 以下、残留塩素 0.1mg/L 以上とする。

ただし残留塩素については、給水栓で 0.1mg/L を維持するためには、送配水管網での塩素の消費を考

慮する必要があるため浄水場出口で 0.5mg/L 以上を確保することを定量的効果指標における残留塩

素の目標値とする。 

なお、ネパールの残留塩素の基準値は、0.1～0.2mg/L と上限および下限が設定されている。ネパー

ル国基準の上限値は日本の基準値である 1.0mg/L 以下や WHO の基準値である 5.0mg/L 以下と比較す

るとかなり低い。また、なお、残留塩素の最低値は、どこにおいても（浄水場出口、配水池、給水の

末端等）基準値を確保する必要がある。 

定量的効果指標の目標年は、供用を開始する 2020 年の 3 年後とし、2023 年とする。モニタリング

は、NWSC が当該地点でサンプリングし、浄水場内の水質試験機器を使って水質検査を実施する。 
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2) 給水頻度 

本事業で実施される送配水施設整備による給水頻度の改善度合を測定する。 

2015 年に調査団が実施した社会条件調査および NWSC の水道料金支払い窓口における顧客へのヒ

アリング調査によると、市の一部において 7 日/週の給水がある一方、多くの地域においては 3 日/週

以上の給水頻度であり、市の南部では 1～2 日/週程度の給水頻度になっている。 

本事業では、対象地域において送配水施設を整備し、需要者への均等な配水を目指し、給水時間の

制限はあるものの、7 日/週の配水を目標としている。 

よって、定量的効果指標における給水頻度の目標値は、すべての地区において、7 日/週を目指すも

のとする。 

測定項目は、1 週間における平均的な給水日数とし、給水頻度のベースラインは、2015 年に調査団

が実施した社会条件調査および NWSC の窓口における顧客のヒアリング調査結果とする。 

給水頻度のモニタリングは、NWSC によって、窓口に来た顧客にヒアリング調査を実施するもの

とする。 

(2) 定性的効果 

本事業を実施することにより、以下の定性的効果が見込まれる。 

1) 漏水量の削減・給水圧の適正化に伴う水道サービスの改善 

ポカラ市の漏水率は 36％と推定され、水資源を有効に活用できていない状態である。本事業にお

いて、漏水が多発している老朽管を敷設替えし、また給水管を一部更新する。さらに、既設および新

設配水池を中心とした配水区域を設定し、配水圧力を適正化する。これらの施策により、漏水量の削

減が見込まれる。それにともない、水道サービスの改善を図ることができる。 

 

2) 給水メータの更新・無収水量の低減による NWSC ポカラ支所の料金徴収の増加 

本事業において約 9,000 個の給水メータを NWSC に調達し、故障している給水メータを交換する。

これによって使用量に応じた料金徴収が可能となり、さらに市民による水の使い過ぎや浪費を抑制

することができる。また、無収水量（特に漏水量）を低減することによって、給水量を増やすことが

でき、料金収入を増加させ、NWSC ポカラ支所の安定した経営を行うことができる。 

 

3)  NWSC ポカラ支所の財務基盤強化、およびポカラ市住民の生活環境の改善 

上記 1)、2)を受け、本事業実施によるインパクトとしては、NWSC ポカラ支所の財務基盤強化、お

よびポカラ市住民の生活環境の改善への寄与が期待される。 
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 資料 1 調査団員・氏名 

資料 2 調査工程 

資料 3 関係者（面会者リスト） 

資料 4 討議議事録（M/D） 

資料５ ソフトコンポーネント計画書 

資料６ 参考資料 

資料７ その他の資料・情報 



 

資料 1  調査団員・氏名 

第 1 次現地調査（2015 年） 

No. 名前 担当 配属先 期間 

1 松本 重行 団長 JICA 国際協力専門員 4/2～4/11 

2 讃良 貞信 都市給水/経営改善 JICA 国際協力専門員 4/2～4/11 

3 大塚 桃子 調査企画 JICA 地球環境部水資源第一チーム 4/2～4/11 

4 八木 徹 業務主任/上水道計画 ㈱エヌジェーエス・コンサルタンツ 4/2～6/6 

5 大坂 進一 浄水施設計画・設計 ㈱エヌジェーエス・コンサルタンツ 
4/2～4/21 

5/3～6/6 

6 鬼木 哲 運営・維持管理計画 ㈱エヌジェーエス・コンサルタンツ 4/21～5/12

7 藤川 賢吾 管路施設計画・設計 ㈱エヌジェーエス・コンサルタンツ 4/2～6/4 

8 亀山 勉 河川・治水計画 八千代エンジニヤリング㈱ 4/2～4/21 

9 筒井 康美 環境社会配慮 ㈱エヌジェーエス・コンサルタンツ 4/21～5/25

10 高井 いずみ 財務・経営 八千代エンジニヤリング㈱ 4/16～4/30

11 浅野 愼治 施工・調達計/積算 ㈱エヌジェーエス・コンサルタンツ 5/8～5/22 

12 林 健太 業務調整/積算補助 ㈱エヌジェーエス・コンサルタンツ 4/2～5/30 
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第 2 次現地調査（2015 年） 

No. 名前 担当 配属先 期間 

1 松本 重行 団長 JICA 国際協力専門員 7/12～7/17

2 讃良 貞信 都市給水/経営改善 JICA 国際協力専門員 7/12～7/17

3 大塚 桃子 調査企画 JICA 地球環境部水資源第一チーム 7/12～7/17

4 八木 徹 業務主任/上水道計画 ㈱NJS コンサルタンツ 7/9～9/11 

5 大坂 進一 浄水施設計画・設計 ㈱NJS コンサルタンツ 7/11～8/25

6 鬼木 哲 運営・維持管理計画 ㈱NJS コンサルタンツ 7/27～8/22

7 藤川 賢吾 管路施設計画・設計 ㈱NJS コンサルタンツ 7/9～9/11 

8 亀山 勉 河川・治水計画 八千代エンジニヤリング㈱ 7/16～8/4 

9 長谷部 晃 電気設備計画・設計 ㈱NJS コンサルタンツ 7/27～8/21

10 筒井 康美 環境社会配慮 ㈱NJS コンサルタンツ 7/15～8/3 

11 高井 いずみ 財務・経営 八千代エンジニヤリング㈱ 7/29～8/22

12 浅野 愼治 施工・調達計/積算 ㈱NJS コンサルタンツ 7/22～9/7 

13 林 健太 業務調整/積算補助 ㈱NJS コンサルタンツ 7/22～9/7 

 

第 3 次現地調査（2016 年）（DOD 調査） 

No. 名前 担当 配属先 期間 

1 松本 重行 団長 JICA 国際協力専門員 7/3～7/10 

3 川村 康予 調査企画 JICA 地球環境部水資源第一チーム 7/3～7/10 

4 八木 徹 業務主任/上水道計画 ㈱NJS コンサルタンツ 6/29～7/10

5 大坂 進一 浄水施設計画・設計 ㈱NJS コンサルタンツ 6/29～7/10

6 筒井 康美 環境社会配慮 ㈱NJS コンサルタンツ 6/29～7/10
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資料 2 調査日程 

 

第 1 次調査 

日程 曜日 行動計画 

メンバー 

松
本 

讃
良 

大
塚 

八
木 

大
坂 

鬼
木 

藤
川 

亀
山 

筒
井 

高
井 

浅
野 

林 

1 4/2 木 移動（羽田発－カトマンズ着） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯  ◯ ◯    ◯

2 4/3 金 
JICA ネパール事務所で打合せ 

MoUD 及び NWSC との協議 
◯ ◯ ◯ ◯ ◯  ◯ ◯    ◯

3 4/4 土 
移動（カトマンズ発－ポカラ着） 

現地踏査 
◯ ◯ ◯ ◯ ◯  ◯     ◯

4 4/5 日 
NWSC ポカラとの協議 

ステークホルダーミーティング 

資料収集・現地踏査 

◯ ◯ ◯ ◯ ◯  ◯ ◯    ◯

5 4/6 月 
NWSC ポカラとの協議 

資料収集・現地踏査 
◯ ◯ ◯ ◯ ◯  ◯ ◯    ◯

6 4/7 火 
移動（ポカラ発－カトマンズ着） 

団内協議、資料収集・現地踏査 
◯ ◯ ◯ ◯ ◯  ◯ ◯    ◯

7 4/8 水 
M/D 協議 

資料収集・現地踏査 
◯ ◯ ◯ ◯ ◯  ◯ ◯    ◯

8 4/9 木 
M/D 協議 

資料収集・現地踏査 
◯ ◯ ◯ ◯ ◯  ◯ ◯    ◯

9 4/10 金 M/D 署名、大使館報告 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯  ◯ ◯    ◯

10 4/11 土                

11 4/12 日 団内協議、資料収集・現地踏査等      ◯ ◯  ◯ ◯    ◯

12 4/13 月 資料収集・現地踏査等      ◯ ◯  ◯ ◯    ◯

13 4/14 火 
移動（カトマンズ発－ポカラ着） 

資料収集・現地踏査等 
     ◯ ◯  ◯ ◯    ◯

14 4/15 水 資料収集・現地踏査等    ◯ ◯  ◯ ◯    ◯

15 4/16 木 資料収集・現地踏査等    ◯ ◯  ◯ ◯  ◯  ◯

16 4/17 金 資料収集・現地踏査等    ◯ ◯  ◯ ◯  ◯  ◯

17 4/18 土               

18 4/19 日 団内協議、資料収集・現地踏査等    ◯ ◯  ◯ ◯  ◯  ◯

19 4/20 月 資料収集・現地踏査等    ◯ ◯  ◯ ◯  ◯  ◯

20 4/21 火 資料収集・現地踏査等    ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯  ◯

21 4/22 水 資料収集・現地踏査等    ◯  ◯ ◯  ◯ ◯  ◯

22 4/23 木 資料収集・現地踏査等    ◯  ◯ ◯  ◯ ◯  ◯

23 4/24 金 資料収集・現地踏査等    ◯  ◯ ◯  ◯ ◯  ◯

24 4/25 土               

25 4/26 日 団内協議、資料収集・現地踏査等    ◯  ◯ ◯  ◯ ◯  ◯

26 4/27 月 資料収集・現地踏査等    ◯  ◯ ◯  ◯ ◯  ◯

27 4/28 火 資料収集・現地踏査等    ◯  ◯ ◯  ◯ ◯  ◯

28 4/29 水 資料収集・現地踏査等    ◯  ◯ ◯  ◯ ◯  ◯

29 4/30 木 資料収集・現地踏査等    ◯  ◯ ◯  ◯ ◯  ◯

30 5/1 金 資料収集・現地踏査等    ◯  ◯ ◯  ◯   ◯

31 5/2 土               

32 5/3 日 団内協議、資料収集・現地踏査等    ◯ ◯ ◯ ◯  ◯   ◯

33 5/4 月 
オプション案検討書（案）の作成 

資料収集・現地踏査等 
   ◯ ◯ ◯ ◯  ◯   ◯

34 5/5 火 
オプション案検討書（案）の作成 

資料収集・現地踏査等 
   ◯ ◯ ◯ ◯  ◯   ◯

35 5/6 水 
オプション案検討書（案）の作成 

資料収集・現地踏査等 
   ◯ ◯ ◯ ◯  ◯   ◯
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日程 曜日 行動計画 

メンバー 

松
本 

讃
良 

大
塚 

八
木 

大
坂 

鬼
木 

藤
川 

亀
山 

筒
井 

高
井 

浅
野 

林 

36 5/7 木 
オプション案検討書（案）の作成 

資料収集・現地踏査等 
     ◯ ◯ ◯ ◯  ◯   ◯

37 5/8 金 
オプション案検討書（案）の作成 

資料収集・現地踏査等 
     ◯ ◯ ◯ ◯  ◯  ◯ ◯

38 5/9 土                 

39 5/10 日 
団内協議 

オプション案検討書（案）の作成 

資料収集・現地踏査等 

     ◯ ◯ ◯ ◯  ◯  ◯ ◯

40 5/11 月 
オプション案検討書（案）の作成 

資料収集・現地踏査等 
     ◯ ◯ ◯ ◯  ◯  ◯ ◯

41 5/12 火 
オプション案検討書（案）の提出 

資料収集・現地踏査等 
     ◯ ◯ ◯ ◯  ◯  ◯ ◯

42 5/13 水 資料収集・現地踏査等      ◯ ◯  ◯  ◯  ◯ ◯

43 5/14 木 
C/P 説明用資料の作成 

資料収集・現地踏査等 
     ◯ ◯  ◯  ◯  ◯ ◯

44 5/15 金 
C/P 説明用資料の作成 

資料収集・現地踏査等 
     ◯ ◯  ◯  ◯  ◯ ◯

45 5/16 土                 

46 5/17 日 
団内協議 

C/P 説明用資料の作成 

資料収集・現地踏査等 

     ◯ ◯  ◯  ◯  ◯ ◯

47 5/18 月 
C/P 説明用資料の作成 

資料収集・現地踏査等 
     ◯ ◯  ◯  ◯  ◯ ◯

48 5/19 火 
C/P 説明用資料の作成 

資料収集・現地踏査等 
     ◯ ◯  ◯  ◯  ◯ ◯

49 5/20 水 
移動（ポカラ発－カトマンズ着） 

JICA ネパール事務所との打合せ 

資料収集・現地踏査等 

     ◯ ◯  ◯  ◯  ◯ ◯

50 5/21 木 
移動（カトマンズ発－バドラプル着）

ドゥラバリ浄水施設の現地視察 

資料収集・現地踏査等 

   ◯ ◯  ◯  ◯  ◯ ◯

51 5/22 金 
ドゥラバリ浄水施設の現地視察 

資料収集・現地踏査等 

移動（バドラプル－カトマンズ着） 

   ◯ ◯  ◯  ◯  ◯ ◯

52 5/23 土               

53 5/24 日 
JICA ネパール事務所との打合せ 

NWSC との協議 

資料収集・現地踏査等 

   ◯ ◯  ◯  ◯   ◯

54 5/25 月 
TV 会議 

資料収集・現地踏査等 
   ◯ ◯  ◯  ◯   ◯

55 5/26 火 
移動（カトマンズ発－ポカラ着） 

資料収集・現地踏査等 
   ◯ ◯  ◯     ◯

56 5/27 水 資料収集・現地踏査等    ◯ ◯  ◯     ◯

57 5/28 木 資料収集・現地踏査等    ◯ ◯  ◯     ◯

58 5/29 金 資料収集・現地踏査等    ◯ ◯  ◯     ◯

59 5/30 土              ◯

60 5/31 日 資料収集・現地踏査等    ◯ ◯  ◯      

61 6/1 月 資料収集・現地踏査等    ◯ ◯  ◯      

62 6/2 火 資料収集・現地踏査等    ◯ ◯  ◯      

63 6/3 水 
移動（ポカラ発－カトマンズ着） 

JICA ネパール事務所で打合せ 
   ◯ ◯  ◯      

64 6/4 木 T/N 協議    ◯ ◯  ◯      

65 6/5 金 T/N 協議    ◯ ◯  ◯      

66 6/6 土 移動（カトマンズ発－羽田着）    ◯ ◯  ◯      
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第 2 次調査 

 

松

本
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高

井

浅

野
林

1 7/9 木 移動（羽田発－カトマンズ着） ◯ ◯
2 7/10 金 NWSCとの協議・資料収集 ◯ ◯
3 7/11 土 ◯ ◯

4 7/12 日
移動（羽田発－カトマンズ着）
MoUDへの第１次現地調査結果の説明とM/D協議

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

5 7/13 月 NWSCでM/Dおよび土地収用のレターに関する協議 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

6 7/14 火
移動（カトマンズ発－ポカラ着）

NWSCポカラとの協議および現地踏査
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

7 7/15 水
移動（ポカラ発－カトマンズ着）

M/D署名、土地収用のレター提出
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

8 7/16 木
JICAネパール事務所で打合せ

大使館報告
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

9 7/17 金 NWSCとの協議・資料収集 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
10 7/18 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
11 7/19 日 資料収集 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
12 7/20 月 再委託契約の調整 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
13 7/21 火 再委託契約の調整 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

14 7/22 水
資料収集
再委託契約の調整

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

15 7/23 木
移動（カトマンズ発-ポカラ着）

資料収集・現地踏査等
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

16 7/24 金 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
17 7/25 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
18 7/26 日 団内協議、資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
19 7/27 月 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
20 7/28 火 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
21 7/29 水 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
22 7/30 木 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
23 7/31 金 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
24 8/1 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
25 8/2 日 団内協議、資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
26 8/3 月 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
27 8/4 火 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
28 8/5 水 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
29 8/6 木 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
30 8/7 金 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
31 8/8 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
32 8/9 日 団内協議、資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
33 8/10 月 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
34 8/11 火 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
35 8/12 水 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
36 8/13 木 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
37 8/14 金 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
38 8/15 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
39 8/16 日 団内協議、資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
40 8/17 月 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
41 8/18 火 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

42 8/19 水
資料収集・現地踏査等

ステークホルダー会議
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

43 8/20 木 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
44 8/21 金 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
45 8/22 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
46 8/23 日 団内協議、資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
47 8/24 月 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
48 8/25 火 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
49 8/26 水 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯
50 8/27 木 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯
51 8/28 金 団内協議、資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯
52 8/29 土 ◯ ◯ ◯ ◯
53 8/30 日 団内協議、資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯
54 8/31 月 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯
55 9/1 火 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯
56 9/2 水 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯
57 9/3 木 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯
58 9/4 金 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯
59 9/5 土 ◯ ◯ ◯ ◯
60 9/6 日 資料収集・現地踏査等 ◯ ◯ ◯ ◯

61 9/7 月
移動（ポカラ発－カトマンズ着）

JICAネパール事務所との打合せ

NWSCとのT/N協議

◯ ◯ ◯ ◯

62 9/8 火 NWSCとのT/N協議 ◯ ◯
63 9/9 水 NWSCとのT/N協議 ◯ ◯
64 9/10 木 移動（カトマンズ発－羽田着） ◯ ◯
65 9/11 金 移動（カトマンズ発－羽田着） ◯ ◯

曜日日程 行動計画

メンバー
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第 3 次調査（DOD 調査） 

日程 曜日 行動計画 

メンバー 

松
本 

川
村 

八
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大
坂 

筒
井 

1 6/29 水 八木・大坂・筒井：移動（羽田発－カトマンズ着）   ◯ ◯ ◯ 

2 6/30 木 NWSC 本局にて協議   ◯ ◯ ◯

3 7/1 金 NWSC 本局と協議   ◯ ◯ ◯

4 7/2 土 ドラフトファイナルレポート案等修正作業   ◯ ◯ ◯

5 7/3 日 松本・川本：移動（羽田発－カトマンズ着） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

6 7/4 月 
JICA ネパール事務所にて協議 

上下水道省、NWSC 本局にて協議 
◯ ◯ ◯ ◯ ◯

7 7/5 火 
NWSC 本局にて協議 
財務省にて協議 

◯ ◯ ◯ ◯ ◯

8 7/6 水 M/D 署名（上下水道省） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

9 7/7 木 ラマダン明け祝日 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

10 7/8 金 財務省協議、大使館報告 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

11 7/9 土 
移動（カトマンズ- 東京） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

12 7/10 日 
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資料 3 関係者（面会者）リスト 

 

 

第 1 回調査時 

Ministry of Urban Development  

1  Mr. Ram Chandra Devkota 
Joint Secretary Chief, Water and Environment 

Division 

2  Mr. Nawai Kishor Mishra Joint Secretary 

Nepal Water Supply Corporation (NWSC) 

Head Office  

1  Dr. Parameshor Pokharel Chairman 

2  Mr. Jhalak Ram Adhikari Chief Executive Officer 

3  Mr. Arjun Babu Dhakal General Manager 

4  Dr. Bhupendra Prasad Acting Manager 

Pokhara Office  

1  Mr. Buddha Ratna Maharjan Office Chief 

2  Mr. Dineshwar Yadar Acting Office Chief, Engineer 

 

 

第 2 回調査時 

Ministry of Urban Development  

1  Mr. Ram Chandra Devkota Joint Secretary Chief, Water and Environment 
Division 

2  Mr. Nawai Kishor Mishra Joint Secretary 

    

Nepal Water Supply Corporation (NWSC) 

Head Office  

1  Dr. Parameshor Pokharel Chairman 

2  Mr. Arjun Babu Dhakal General Manager 

3  Dr. Bhupendra Prasad Acting Manager 

4  Mr. Ishwar Prasad Acting Deputy Manager 

Pokhara Office  

1  Mr. Buddha Ratna Maharjan Office Chief 

2  Mr. Dineshwar Yadar Acting Office Chief, Engineer 
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第 3 回調査時 

Ministry of Water Supply and Sanitation 

1  Mr. Rajan Raj Pandey Joint Secretary 

Nepal Water Supply Corporation (NWSC) 

Head Office  

1  Mr. Arjun Babu Dhakal General Manager 

2  Dr. Bhupendra Prasad Acting Manager 

3  Mr. Ishwar Prasad Acting Deputy Manager 
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資料 4 討議議事録（M/D） 

4-1 第 1 次現地調査 討議議事録（M/D） 
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4-2  第 2 次現地調査 討議議事録（M/D） 
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4-3  概略設計概要説明 討議議事録（M/D） 
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資料 5 ソフトコンポーネント計画書 

 

ソフトコンポーネント計画（案） 
 

 
 
１．ソフトコンポーネントを計画する背景 

ネパール国「ポカラ上水道改善計画」は、ポカラ市及び周辺 1 村において浄水施設の新設、配

水池の新設、導・送・配水管の整備、各戸メータの調達等を実施することにより、給水水質・給水

頻度等の水道サービスの改善及びネパール水道公社 （Nepal Water Supply Cooperation、以下 NWSC） 
ポカラ支所の経営改善を図り、もってポカラ市住民の生活環境の改善に寄与するものである。 

1)現状 

ポカラ市の水道は、NWSC ポカラ支所がその水道事業を担うが、現在以下のような技術的課題

を抱えている。 

① 給水水質の問題：浄水施設がないため雨季の給水濁度は高く、安全な給水水質を確保できて

いない。 

② 不均一な給水頻度：水源水量の不足、既設管路の能力不足、不十分な配水操作のため、不均

一な給水状況となっている。 

③ 給水能力不足：現在の需要量は給水人口 304,900 人、1 日平均使用水量を 130L/人/日、漏水

率 36％とした場合、約 62,000m3/日であるが、実際の給水量は 54,120m3/日程度であり、給水

能力が不足している。 

④ 高い漏水率：現在の漏水率は約 36%と推計され、導水量の半分以上が無収水となっている。 

⑤ 水道施設の対症療法的な運転維持管理：NWSC ポカラ支所では水道施設の運転維持管理は、

マニュアル/作業手順書 (SOP: Standard Operating Procedure) がないままで行われている。職

員への指導・指示は、口頭のみで対処的に行われており、体系的なトレーニングも実施され

てない。また、定期的な施設点検やその記録がなされていない。 

また、このような技術的課題を改善することにより経営状況の改善も期待できる。特に、適切

な配水技術不足や高い漏水率が収入不足の主たる原因となっていることから、これら原因を改善

することにより、経営状況の改善が期待でき、NWSC ポカラ支所はより良好な経営が可能となる。 

 

2)ソフトコンポーネントの必要性 

本プロジェクトにより水道施設（沈砂・沈殿池の新設、浄水場の新設、配水池の新設、導送配

水管及び配水管網の更新等）が全面的に整備される。本プロジェクトの概要を以下に示す。 

 

表-1 プロジェクトの概要 
 項   目 事業内容 

施設建設 導水管 φ800mm、延長 1.2km（敷設替え） 

沈砂・沈殿池 42,000m3/日 

浄水場 緩速ろ過池 41,000m3/日 

送水管 φ300-500mm, 管延長 7.9km 

配水池・高架水槽 配水池 2 池、高架水槽 1 池 

配水本管 φ150-500mm, 延長 49.8km 
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 項   目 事業内容 

配水支管 φ50-150mm, 延長 52.9km 

給水管 φ13mm, 7,300 カ所 

施設改良 
既設配水池 2 箇所 

配水池改良、塩素消毒設備 

流量計φ200-400mm 

既設高架水槽 流量計φ200mm、φ400mm 

既設井戸（3 箇所） 流量計 

資機材調達 給水メータ 9,000 個 

水質分析機器 一式 

小型掘削機 2 台 

管探知機 2 台 

バルブ探知機 2 台 

ソフトコンポーネント（S/C） - 浄水場 運転・維持管理 

- 配水システム 運転・維持管理 

- 給水管敷設 施工管理技術 

- 水質測定・管理 

実施設計・施工監理 一式 

 

NWSC ポカラ支所は現在、このうち沈砂・沈殿池、浄水場（緩速ろ過池）を有しておらず、運

転・維持管理の知識・技術がなく、技術習得が必要となる。合わせて、浄水場、配水池、給水栓の

水質管理のために導入される水質分析機器を用いた水質測定・管理の手法についてもその技術の

習得も必要である。また、プロジェクト完了後には配水頻度を市内で均一化するために、より効

率的な配水コントロールが求められる。さらに、高い漏水率の原因である不適当な給水管の敷設

を適切な敷設に改善することが必要である。そこで、NWSC の水道施設運転・維持管理能力を向

上・強化するため、ソフトコンポーネントにてこれらの技術支援を行う必要がある。 

 

２．ソフトコンポーネントの目標 

本ソフトコンポーネントは、本プロジェクトで整備される設備・機器が建設、試運転、引き渡

しの後、運転維持管理に関する技術指導、給水施設の維持管理に関する技術指導、水質管理手法

に関する技術指導を行うことにより、本事業の目標である、給水水質の改善、給水頻度の改善、

漏水量の低減、及び NWSC ポカラ支所の経営改善を支援するものである。 

 

３．ソフトコンポーネントの成果 

ソフトコンポーネントでは、「浄水場 運転・維持管理」、「配水システム 運転・維持管理」、

「給水管敷設 施工管理理技術」及び「水質測定・管理」の 4 つを対象として、下記の成果を期待

する。 

『NWSC ポカラ支所技術職員が、新たに建設する浄水施設の運転・維持管理、適切な配水シ

ステムの運転・維持管理、適切な給水管敷設、及び定期的な給水水質測定・水質管理に必要

な知識・技術を習得することにより、主な事業目標である給水水質の改善、給水頻度の改

善、漏水量の低減、及び NWSC ポカラ支所の経営改善が達成できるようになる。』 

 
４．評価達成度の確認方法 

成果と評価達成度の確認方法を表-2 に示す。技術研修指導者は、成果チェックリストを用い、

確認し、研修生の知識と技術の理解度を評価する。 
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表-2 ソフトコンポーネントの成果とその確認方法 

成果 達成度の確認方法 

成果 1 
浄水施設を適切に運転・維持管

理し、良質な水を継続的に生産

することができる。 

・講義内容に対する試験及び質問への回答で理解度を確認する 
・浄水施設の運転・維持管理の状況及び報告書作成状況を評価し、達成

度を確認する 
(いずれも、成果達成度確認用チェックリストにより判定) 

成果 2 
配水システムを適切に運転・維

持管理し、水道水を効率的に給

水できる。 

・講義内容に対する試験及び質問への回答で理解度を確認する 
・配水施設の運転・維持管理の状況及び報告書作成状況を評価し、達成

度を確認する 
(いずれも、成果達成度確認用チェックリストにより判定) 

成果 3 
適切な給水管の敷設技術を習得

することにより、給水管からの

漏水を削減する。 

・給水管敷設の実技により達成度を確認する 
(成果達成度確認用チェックリストにより判定) 

成果 4 
浄水プロセス、配水ネットワー

クでの定期的な水質測定によ

り、継続的に配水、給水水質を

管理する。 

・講義内容に対する試験及び質問への回答で理解度を確認する 
・水質分析機材による水質の測定及び報告書作成状況を評価し、達成度

を確認する 
(いずれも、成果達成度確認用チェックリストにより判定) 

 

５．ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

ソフトコンポーネントは、上水道コンサルタント技術者(本邦コンサルタント：浄水プロセス、

配水システム、給水管、水質) 4 名による直接支援型とし、その期間は国内作業も含めて 12.0 か月

とし、本邦コンサルタントの現地作業支援のため、現地コンサルタントと通訳・翻訳者を各 10.5
か月雇用する。その活動計画を表-3 に示す。 

 

A‐107



 

表-3 ソフトコンポーネントの概要 

成果 
必要とされる 
技術・業種 

現況の技術レベルと 
必要とされる技術レベル/施設・資

材 
活動内容及び研修項目 活動方法 必要な投入量 成果品 

成果１ 
浄水施設を適切

に運転・維持管

理し、良質な水

を継続的に生産

することができ

る。 

技術： 
- 浄水処理、水

質、運転、維持

管理 
業種： 
- 浄水プロセス 

・NWSC ポカラ支所は沈砂池・沈

殿池、浄水場を運転した経験が全く

ない。 
・乾季・雨季の Mardi 川水質に対応

し、沈砂・沈殿池、浄水場（緩速ろ

過池）を適切に運転・維持管理し、

継続的に、良質な水を生産するため

の知識、経験の習得が必要である。 
[施設・資材]浄水場・水質分析機器 

◇沈砂・沈殿池、浄水場の機能の理

解 
◇原水水質と浄水プロセスの関係の

理解 
◇沈砂・沈殿池、浄水場の運転方法 
◇沈砂・沈殿池、浄水場の維持管理 
[研修項目] 沈砂池・沈殿池、浄水場

の機能と運転・維持管理方法、高

濁度時の対応 
[対象] Manager/Operator 他計 15 名 

- クラスル

ーム研修 
- 沈砂池・

沈殿池、

浄水場で

の OJT 

- 浄水プロセス技術者  
(日本人コンサルタント) 
企画/準備/報告書/実施： 
浄水プロセス：1 名 
      x 4.5 ヶ月 
- 現地コンサルタント 
技術者：1 名 x 4.0 ヶ月 
- -現地通訳・翻訳者： 
1 名 x 4.0 ヶ月 

・沈砂/沈殿池、

浄水場運転マ

ニュアル 
・沈砂/沈殿池、

浄水場維持管

理マニュアル 
報告書様式 

成果２ 
配水システムを

適切に運転・維

持管理し、水道

水を効率的に給

水できる。 

技術： 
- 配水管理、水

質、運転、維持

管理 
 
業種： 
- 配水管理 

・既存のネットワークにおいてバル

ブ操作を行い配水調整しているが、

配水が均等でなく、地域によって給

水頻度に偏りが生じている。 
・配水システムの構造・機能を理解

し、公平かつ効率的な配水方法を習

得する。 
[施設・資材]配水池・ネットワーク 

◇配水システムの機能の理解 
◇既存配水システムの問題点の理解 
◇配水システムの運転方法 
◇配水システムの維持管理 
[研修項目] 配水システムの機能と運

転・維持管理方法 
[対象] Manager/Operator 他計 15 名 

- クラスル

ーム研修 
- 配水施設

での OJT 

- 配水システム技術者  
(日本人コンサルタント) 
企画/準備/報告書/実施： 
配水システム：1 名 
      x 3.5 ヶ月 
- 現地コンサルタント 
技術者：1 名 x 3.0 ヶ月 
- 現地通訳・翻訳者： 
1 名 x 3.0 ヶ月 

・配水システ

ム運転・維持管

理マニュアル 
報告書様式 

成果３ 
適切な給水管の

敷設技術を習得

することによ

り、給水管から

の漏水を削減す

る。 

技術： 
- 給水管敷設技

術 
業種： 
- 配管技術 

・適切な給水管の敷設が行われてい

ないため、漏水の原因となってい

る。 
・適切な配管材を使用し、適切な敷

設方法を習得し、漏水の削減を図

る。あわせて、調達される小型掘削

機等の運転方法を習得する。 
[施設・資材]配水ネットワーク・小

型掘削機・給水管他 

◇現地調達可能な配管材料の確認 
◇給水配管敷設方法の理解 
◇給水配管敷設後の水圧試験方法 
◇給水配管の施工記録の作成・保管 
[研修項目] 給水管敷設 
[対象] Manager/Plumber 他計 22 名 

- クラスル

ーム研修 
- 給水管敷

設現場での

OJT 

- 配管技術者 
(日本人コンサルタント) 
企画/準備/報告書/実施： 
給水管敷設：1 名 
      x 2.2 ヶ月 
- 現地コンサルタント 
技術者：1 名 x 2.0 ヶ月 
- 現地通訳・翻訳者： 
1 名 x 2.0 ヶ月 

・給水管敷設マ

ニュアル 
報告書様式 
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成果 
必要とされる 
技術・業種 

現況の技術レベルと 
必要とされる技術レベル/施設・資

材 
活動内容及び研修項目 活動方法 必要な投入量 成果品 

成果４ 
浄水プロセス、

配水ネットワー

クでの定期的な

水質測定によ

り、継続的に浄

水、配水水質を

管理する。 

技術： 
- 水質測定、配

水水質管理 
業種： 
- 水質管理 

・浄水場がなく、塩素注入や水質管

理も行われていない。 
・水質測定機材を理解し、定期的に

水質測定を行い、給水の水質管理を

行う。 
[施設・資材]浄水場・配水ネットワ

ーク・水質分析機器 

◇水質分析機器の使用方法の理解 
◇浄水プロセスごとの水質測定 
◇配水システムの水質測定 
◇配水システムの水質管理 
[研修項目] 浄水場、配水システムの

水質管理 
[対象] Manager/Chemist 他計 10 名 

- クラスル

ーム研修 
- 浄水場、

配水ネッ

トワーク

での OJT 

- 水質技術者  
(日本人コンサルタント) 
企画/準備/報告書/実施： 
水質：1 名 
      x 1.8 ヶ月 
- 現地コンサルタント 
技術者：1 名 x 1.5 ヶ月 
現地通訳・翻訳者： 
1 名 x 1.5 ヶ月 

・水質測定マ

ニュアル 
・配水ネット

ワーク水質管

理マニュアル 
報告書様式 

注： ソフトコンポーネントは、平成 31 年（2019 年）1 月及び平成 31 年（2019 年）9 月から平成 32 年（2020 年）7 月の間に実施する。 
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６．ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

本ソフトコンポーネントは、新規建設される沈砂・沈殿池施設、浄水場設備、配水池および大

幅に拡大・更新される配水ネットワークの運転・維持管理に必要な知識・技術の移転を行うもの

である。現地技術者では対応が難しい技術レベルであり、本邦コンサルタント（4 名）による直接

支援型にて実施する。ただし、本邦コンサルタントの支援のため、現地コンサルタント及び通訳・

翻訳者を雇用する。 

 

７．ソフトコンポーネントの実施工程 

本プロジェクトの全体事業実施工程を表-4 に示す。 

表-4 全体事業実施工程 

 

 

ソフトコンポーネントについては、まず事業決定後 35 ヶ月からの乾季を対象としたソフトコン

ポーネントを実施し、43 ヶ月後から工事完了後も雨季を対象とするコンポーネントを実施する。

ただし、「水質測定・管理」については、施設完成前から原水水質を測定し、浄水場運転に必要な

水質データを蓄積するため、事業決定後 27 ヶ月から実施する。 

ソフトコンポーネントに実施にあたっては、まず、国内での研修計画を策定することにより、

具体的な実施工程・研修手順を決定する。 

次に、現地では、初めに、工事完了前、配水管工事が実施されている間に「給水管敷設 施工監

理技術」に関する指導を行う。これにより、配水管・給水管の関連等を確認しながら、給水管敷

設にかかわる技術の習得を図る。 

次に、すべての施設の建設・試運転が完了した後、実施設を使用し、運転・維持管理に関する

技術移転を行う（「浄水場 運転・維持管理」「配水システム 運転・維持管理」「水質測定・管

理」が対象）。「浄水場 運転・維持管理」に関しては、乾季・雨季で原水水質が変動するため、

まず、比較的運転が容易な乾季に、緩速ろ過池による浄水処理技術の習得を図る。その後、雨季

の高濁度の原水への対応として、原水濁度の状況を判断し、取水制限・停止の措置が必要な状況

を理解する。さらに、沈砂・沈殿池設備を運転し、高濁度の原水の前処理を行った後、緩速ろ過

池へ送り、浄水処理を行うため、この前処理施設の運転・維持管理技術の習得を図る。また、配

水システムも乾季と雨季において、配水方法が異なるため、乾季・雨季の 2 回に分け、配水シス

テムの適切な運転方法を指導する。「水質測定・管理」は、浄水プロセスの水質管理と配水シス

テムの水質管理が必要であり、「浄水場 運転・維持管理」「配水システム 運転・維持管理」と同

時期に実施する。 

表-5 にソフトコンポーネントの全体実施工程を示す。 

1 交換公文締結(E/N) ▼（E/N）

2 無償資金拠出協定締結(G/A) ▼（G/A）

3 コンサルタント契約 ▼  

4 現地調査

5 国内解析・詳細設計

6 入札図書作成

7 入札図書承認

8 PQ公示  ▲

9 図渡し・現説  ■

10 入　　札 ▲

11 入札評価 ■

12 業者契約 ▲

施設建設

13 準備工

14 沈砂・沈殿池建設工事

15 導水管敷設工事

16 浄水場建設工事（土木・建築）

17 浄水場建設工事（機械・電気）

18 送水管敷設工事

19 配水池築造及び改良工事

20 配水本管敷設工事

21 配水支管敷設工事

22 試運転・引渡し

資機材調達

23 資機材調達

24 浄水施設の運転・維持管理に関する技術指導

25 配水施設の運転・維持管理に関する技術指導

26 給水管の敷設技術指導

27 水質管理に関する技術指導

0 1 2 3 4 5 6 7 8 10 11 129 13 14 15 16 17 18 3019 20 21 22 23 24 4231 32 33 34 35

ソ
フ
ト
コ
ン

ポ
ー

ネ
ン
ト

契
約

実
施
設
計
（

詳
細
）

373625 26 27 28 29 43 44 45 46

工
　
　
事
　
　
工
　
　
程

無償資金協力による水道施設の建設 38 39 40 41

【全体工期 46ヶ月】
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表-5 ソフトコンポーネント全体実施工程 
 日本人 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 
27 28 34 35 36 37 43 44 45 46 

建設工事(浄水場) 
試運転・引き渡し 

     
 

  
 

  

成果 1: 浄水場での

良質な水道水の生

産 

浄水 
プロセス 

   
 
 

12 日 

 
 
 

30 日 

 
 
 

30 日 

  
 
 

10 日

 
 
 

30 日 

 
 
 

20 日 

 
 
 

3 日 

成果 2: 配水システ

ムによる効率的な

給水 

配水 
システム 

   
 
 

12 日 

 
 
 

30 日 

 
 
 

15 日 

 

 
 
 

15 日 

 
 
 

30 日 

3 日 
 
 
 

 

成果 3: 適切な給水

管敷設により漏水

削減 
給水管 

  
 
 
 

4 日 

 
 
 

30 日 

 
 
 

30 日 

 
 
 

2 日  

 

  

成果 4: 水質管理に

関する実施計画 
水質 

 15 日 
 
 

4 日  2 日      

 
 
 

15 日 

3 日
 
 

15 日   

報告書提出 
  

  研修

ﾏﾆｭｱﾙ 
   

  
 研修

ﾏﾆｭｱﾙ
 

 
 研修

ﾏﾆｭｱﾙ

  
報告書 

NWSC 新規職員 
 浄水場場長-1 

  水質分析-1 
  助手-1 

前処理運転員-3/ 
浄水場運転員-9 
給水管接続港-4/検針員-4 

 
 

  

 

 

８．ソフトコンポーネントの成果品 

本ソフトコンポーネントにおける成果品および提出時期を表-4 に示す。 

表-4 成果品一覧 
分類 成果品 内容 提出時期 頁数

マニュアル 沈砂・沈殿池、浄水場運転マ
ニュアル 
(英語 5 部、ネパール語 20 部)

- 浄水プロセスの機能
- 施設ごとの運転方法 
- 運転記録様式

事業開始後 
46 か月後 

30 

沈砂・沈殿池、浄水場維持管
理マニュアル 
(英語 5 部、ネパール語 20 部)

- 沈砂・沈殿池清掃方法
- ろ過砂掻き取り方法 
- ろ過砂洗浄方法 
- 維持管理記録様式

事業開始後 
46 か月後 

20 

配水システム運転・維持管理
マニュアル 
(英語 5 部、ネパール語 20 部)

- 配水システムの機能
- 配水システムの運転方法 
- 運転・維持管理記録様式

事業開始後 
45 か月後 

30 

給水管敷設マニュアル 
(英語 5 部、ネパール語 30 部)

- 給水管敷設方法
- 給水メータ設置方法 
- 既設給水管補修方法 

事業開始後 
37 か月後 20 

水質測定マニュアル 
(英語 5 部、ネパール語 15 部)

- 水質測定方法 事業開始後
28 か月後

20 

配水ネットワーク 
水質管理マニュアル 
(英語 5 部、ネパール語 15 部)

- 配水システムの水質モニタリ
ング方法 

事業開始後 
45 か月後 

20 

報告書 ソフコン完了報告書 
(ネパール・日本側に提出) 

- 活動計画と実績
- 活動・成果の達成度 
- 成果の達成度に影響を与えた

要因 
- 成果の持続・発展のための今後

の課題・提言等 
- 各種マニュアル一式

事業開始後 
46 か月後 

30 
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９．ソフトコンポーネントの概略事業費 

本ソフトコンポーネントの概略事業費は約 3,840 万円である。その内訳を表-5 に示す。 

表-5 ソフトコンポーネントの概略事業費 

項目 金額（千円） 備考 

（１）直接人件費 10,455 (a) 

（２）直接経費 14,576 (b) 1)~6)の計 

１）現地傭人費 5,187 ローカルコンサルタント、通訳、翻訳

２）旅費 1,875  

３）日当 1,151  

４）宿泊費 3,364  

５）車両費 2,898  

６）その他 100 教材費等 

（３）間接費 13,383 (c) 1)+2) 

１）諸経費 9,410  

２）技術経費 3,973  

合計 38,414 (d)=(a)+(b)+(c) 

 

 

10．相手国側の責務 

ソフトコンポーネントの実施に関して、NWSC 側の責務は以下のとおりである。 
◇ソフトコンポーネントに必要な人員、講習施設及び資材を確保する。 
◇ソフトコンポーネントの活動時に必要な人件費、講習施設及び資材を負担する。 
◇ソフトコンポーネント完了後も、活動の継続に必要な人員、資材等を確保する。 
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